
全
日
本
は
４
位
。次
は
箱
根！

新
し
い
年
を
迎
え
て

一
般
財
団
法
人 

國
學
院
大
學
院
友
会

 

会
長 

𠮷
田 

茂
穗

 

（
よ
し
だ・し
げ
ほ
／
73
政・74
神
専
攻
　
　

／
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
し
き

　
院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
し
き

佳
き
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

佳
き
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
謹

　
併
せ
て
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
謹

ん
で
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁

ん
で
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁

栄
、
世
界
の
安
寧
を
祈
念
申
し
上

栄
、
世
界
の
安
寧
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
は
、こ
れ
ま
で
以
上

　
昨
年
の
夏
は
、こ
れ
ま
で
以
上

に
厳
し
い
猛
暑
が
続
い
た
上
に
、

に
厳
し
い
猛
暑
が
続
い
た
上
に
、

全
国
各
地
で
幾
多
の
自
然
災
害
が

全
国
各
地
で
幾
多
の
自
然
災
害
が

発
生
し
、今
も
そ
の
傷
跡
が
癒
え

発
生
し
、今
も
そ
の
傷
跡
が
癒
え

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
地
域
も

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。更
に
、昨
今
は
環
境
の

あ
り
ま
す
。更
に
、昨
今
は
環
境
の

変
化
が
原
因
と
も
思
わ
れ
る
、自

変
化
が
原
因
と
も
思
わ
れ
る
、自

然
界
と
の
共
生
と
い
う
点
で
も
生

然
界
と
の
共
生
と
い
う
点
で
も
生

活
に
不
安
が
生
じ
て
い
る
地
域
も

活
に
不
安
が
生
じ
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。一
日
も
早
く
平
穏
な

あ
り
ま
す
。一
日
も
早
く
平
穏
な

日
常
が
戻
り
ま
す
こ
と
を
、心
か

日
常
が
戻
り
ま
す
こ
と
を
、心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
三
十
日（
日
）に

　
昨
年
十
一
月
三
十
日（
日
）に

は
、
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

は
、
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
若
木
育
成
会
の
キ
ャ
ン
パ

度
は
、
若
木
育
成
会
の
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
会
も
同
日
に
開
催
さ
れ
、

ス
見
学
会
も
同
日
に
開
催
さ
れ
、

日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
渋
谷
キ

日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
は
オ
ー
ル
國
學
院
の
面

ャ
ン
パ
ス
は
オ
ー
ル
國
學
院
の
面

々
で
、
相
当
の
賑
わ
い
と
な
り
ま

々
で
、
相
当
の
賑
わ
い
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
院
友
会
報
を
ご
覧
い

し
た
。
こ
の
院
友
会
報
を
ご
覧
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
の
中
で

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
の
中
で

も
、
当
日
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足

も
、
当
日
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
っ
た
方
も
大
勢

を
お
運
び
く
だ
さ
っ
た
方
も
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。〝
今
の
國
學
院
大
學
〞
を
十

す
。〝
今
の
國
學
院
大
學
〞
を
十

分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た

分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
私
も
、
毎
年
支
部

で
し
ょ
う
か
。
私
も
、
毎
年
支
部

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る

「
院
友
会
支
部
物
産
展
」
を
楽
し

「
院
友
会
支
部
物
産
展
」
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児

は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児

島
県
ま
で
全
部
で
十
二
の
支
部

島
県
ま
で
全
部
で
十
二
の
支
部

が
、
そ
し
て
北
海
道
滝
川
市
、
國

が
、
そ
し
て
北
海
道
滝
川
市
、
國

學
院
大
學
生
活
協
同
組
合
に
も
お

學
院
大
學
生
活
協
同
組
合
に
も
お

力
添
え
い
た
だ
き
、
全
部
で
十
四

力
添
え
い
た
だ
き
、
全
部
で
十
四

の
ブ
ー
ス
が
揃
い
、
大
い
に
盛
り

の
ブ
ー
ス
が
揃
い
、
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

　
ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
開
催
に
際
し
て
は
、
大
学
内

デ
ー
開
催
に
際
し
て
は
、
大
学
内

の
実
施
準
備
委
員
会
の
皆
さ
ん
が

の
実
施
準
備
委
員
会
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
り
、
当
日
を
迎
え
る
ま

中
心
と
な
り
、
当
日
を
迎
え
る
ま

で
相
当
の
回
数
の
会
議
を
行
い
、

で
相
当
の
回
数
の
会
議
を
行
い
、

企
画
の
検
討
や
当
日
に
向
け
て
入

企
画
の
検
討
や
当
日
に
向
け
て
入

念
な
打
合
せ
の
基
で
、
万
全
を
期

念
な
打
合
せ
の
基
で
、
万
全
を
期

し
て
く
だ
さ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り

し
て
く
だ
さ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

ま
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　
今
年
度
も
、
後
輩
学
生
た
ち
の

　
今
年
度
も
、
後
輩
学
生
た
ち
の

活
躍
に
一
喜
一
憂
し
、
本
当
に
元

活
躍
に
一
喜
一
憂
し
、
本
当
に
元

気
づ
け
ら
れ
た
年
で
し
た
。
陸
上

気
づ
け
ら
れ
た
年
で
し
た
。
陸
上

競
技
部
の
十
月
の
「
第
三
十
七
回

競
技
部
の
十
月
の
「
第
三
十
七
回

出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競

出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競

走
」
で
の
二
年
連
続
三
回
目
の
優

走
」
で
の
二
年
連
続
三
回
目
の
優

勝
、
続
い
て
十
一
月
に
行
わ
れ
た

勝
、
続
い
て
十
一
月
に
行
わ
れ
た

「
秩
父
宮
賜
杯

「
秩
父
宮
賜
杯  

第
五
十
七
回
全

第
五
十
七
回
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大

会
」
は
、
四
位
で
は
あ
り
ま
し
た

会
」
は
、
四
位
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
新
年
の
第
百
二
回
東
京
箱
根

が
、
新
年
の
第
百
二
回
東
京
箱
根

間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
で
の
活
躍

間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
で
の
活
躍

が
期
待
で
き
る
も
の
で
し
た
。
皆

が
期
待
で
き
る
も
の
で
し
た
。
皆

さ
ん
と
共
に
応
援
を
し
、
選
手
の

さ
ん
と
共
に
応
援
を
し
、
選
手
の

活
躍
を
後
押
し
し
た
い
と
思
い
ま

活
躍
を
後
押
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

　
更
に
、
全
日
本
学
生
柔
道
体
重

　
更
に
、
全
日
本
学
生
柔
道
体
重

別
団
体
優
勝
大
会
で
二
年
連
続
ベ

別
団
体
優
勝
大
会
で
二
年
連
続
ベ

ス
ト
４
に
入
っ
た
柔
道
部
、
来
春

ス
ト
４
に
入
っ
た
柔
道
部
、
来
春

の
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦
で
男

の
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦
で
男

女
共
に
一
部
で
戦
う
こ
と
に
な
る

女
共
に
一
部
で
戦
う
こ
と
に
な
る

卓
球
部
、
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
惜
し

卓
球
部
、
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
惜
し

く
も
二
位
に
終
わ
っ
た
も
の
の
最

く
も
二
位
に
終
わ
っ
た
も
の
の
最

終
週
ま
で
優
勝
争
い
を
し
て
い
た

終
週
ま
で
優
勝
争
い
を
し
て
い
た

硬
式
野
球
部
を
始
め
、
学
生
の
本

硬
式
野
球
部
を
始
め
、
学
生
の
本

分
と
両
立
し
な
が
ら
様
々
な
分
野

分
と
両
立
し
な
が
ら
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
後
輩
た
ち
に
、

で
活
躍
し
て
い
る
後
輩
た
ち
に
、

元
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

元
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま

と
を
改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

我
々
院
友
も
、
後
輩
学
生
た
ち
の

我
々
院
友
も
、
後
輩
学
生
た
ち
の

更
な
る
飛
躍
の
た
め
に
も
オ
ー
ル

更
な
る
飛
躍
の
た
め
に
も
オ
ー
ル

國
學
院
の
一
員
と
し
て
力
を
結
集

國
學
院
の
一
員
と
し
て
力
を
結
集

し
、
國
學
院
大
學
の
益
々
の
発
展

し
、
國
學
院
大
學
の
益
々
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
け
る
よ
う
、
諸
事

に
寄
与
し
て
い
け
る
よ
う
、
諸
事

業
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

業
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

益
々
の
ご
活
躍
、
そ
し
て
こ
れ
ま

益
々
の
ご
活
躍
、
そ
し
て
こ
れ
ま

で
同
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申

で
同
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

謹
賀
新
年

一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院
友
会

顧

問

　
杉
山
　

夫
　
蛯
原
　
　
弘

　
坂
口
　
𠮷
一
　
佐
栁
　
正
三

　
赤
井
　
益
久

参

与

 

　
船
田
　
君
子
　
河
原
崎
　
弘

　
宇
井
　
克
彦
　
玉
井
　
浩
二

評
議
員

　
菅
野
　
雅
雄
　
稲
葉
　
久
雄

　
田
中
安
比
呂
　
上
村
　
好
生

　
大
塚
　
　
勤
　
岡
部
　
定
征

　
坂
入
　
　
益
　
熊
嵜
　
歳
介

　
田
中
　
恆
清
　
中
村
　
直
紀

　
小
林
　
　
操
　
近
藤
　
　
篤

　
針
本
　
正
行
　
坂
倉
　
良
一

　
橋
本
憲
市
郎
　
百
瀬
　
敏
記

　
赤
岩
　
　
修
　
堀
江
　
久
教

　
藤
井
　
秀
嗣
　
武
智
　
浩
二

　
城
所
　
俊
哉
　
北
原
　
　
徹

　
武
井
　
　
隆
　
手
塚
　
俊
一

　
笛
田
　
信
一
　
宮
西
　
修
治

　
井
上
　
智
子
　
九
條
　
道
成

　
西
川
　
実
希
　
奥
　
　
龍
将

会　

長

　
𠮷
田
　
茂
穗
　

副
会
長

　
今
井
　
　
亮
　
佐
藤
　
美
穗

　
石
川
　
則
夫

常
務
理
事
代
行

　 

川
津
　
浩
一

理　

事

　
塙
　
　
東
男
　
近
藤
　
正
臣

　
松
山
　
文
彦
　
中
山
　
高
嶺

　
加
藤
　
元
茂
　
黒
田
　
眞
子

　
利
根
　
康
教
　
大
平
　
　
実

　
大
村
　
秀
司
　
坂
本
眞
佐
人

　
田
辺
三
千
代
　
古
屋
　
真
弘

　
間
嶋
誉
史
秀
　
大
野
　
靖
仁

　
清
水
　
祥
彦
　
湯
谷
　
昌
生

　
伊
藤
　
圭
一
　
木
下
　
龍
輝

　
中
村
　
大
介
　
冨
田
　
尚
敬

監

事

　
角
川
　
賢
二
　
寺
澤
　
　
悠

　
小
野
関
和
貴

　
十
月
十
三
日
（
月
・
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）
に
行

　
十
月
十
三
日
（
月
・
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）
に
行

わ
れ
た
「
第
三
十
七
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜

わ
れ
た
「
第
三
十
七
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜

駅
伝
競
走
」
で
、
國
學
院
大
學
は
二
年
連
続
三

駅
伝
競
走
」
で
、
國
學
院
大
學
は
二
年
連
続
三

回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
十
一
月
二
日（
日
）の

回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
十
一
月
二
日（
日
）の

「
秩
父
宮
賜
杯

「
秩
父
宮
賜
杯  

第
五
十
七
回
全
日
本
大
学
駅
伝

第
五
十
七
回
全
日
本
大
学
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
」
は
四
位
。
昨
年
に
続
い
て

対
校
選
手
権
大
会
」
は
四
位
。
昨
年
に
続
い
て

の
二
冠
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

の
二
冠
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

　
両
大
会
当
日
は
、
多
く
の
院
友
や
若
木
育
成

　
両
大
会
当
日
は
、
多
く
の
院
友
や
若
木
育
成

会
の
皆
さ
ん
も
沿
道
に
駆
け
つ
け
て
、
選
手
に

会
の
皆
さ
ん
も
沿
道
に
駆
け
つ
け
て
、
選
手
に

熱
い
声
援
を
送
っ
て
く
れ
た
。

熱
い
声
援
を
送
っ
て
く
れ
た
。

　
一
月
二
日（
金
）と
三
日（
土
）に
開
催
さ
れ
る

　
一
月
二
日（
金
）と
三
日（
土
）に
開
催
さ
れ
る

「
第
百
二
回

「
第
百
二
回  

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

走
」
が
、
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。『
箱
根
駅
伝

走
」
が
、
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。『
箱
根
駅
伝

初
優
勝
』
を
期
待
し
た
い
。

初
優
勝
』
を
期
待
し
た
い
。

新年院友交歓会のご案内
令和８年

　ご出席の際は、申込フォ
ームから１月17日（土）まで
にお申込ください。電話、
FAX、Eメールでも受付い
たします。
　例年どおり出席者名簿（卒
業期・お名前・勤務先を記載）
を配らせていただきます。
※ 個人情報の利用目的：詳しくは
別掲の「個人情報の利用目的に
ついて」をご覧ください。

お願い

会 費
6,000円
※ 恐縮ですがなるべく同封の振込用紙で、
事前に振込をお願いいたします。

時 間 午後５時開会（午後４時から受付開始）
会 場 國學院大學院友会館 大ホール

　今年も、活躍している後輩学生や、全學應援團が
華を添えてくれる予定です。
　皆さまのご参加をお待ちしております!!!

１１月月2424日日土土にに
開催します！開催します！

祝祝

出
雲
２
連
覇

出雲駅伝２連覇のゴールテープを切る上原主将出雲駅伝２連覇のゴールテープを切る上原主将全日本大学駅伝は４位全日本大学駅伝は４位

写真提供：日刊スポーツ新聞社写真提供：日刊スポーツ新聞社

出雲駅伝表彰式出雲駅伝表彰式

國學院大學院友会
TEL：03-3400-7781　FAX：03-3400-7996
MAIL：inyuukai@kokugakuin.or.jp

お申込み・お問い合わせ先

申込フォーム

1 令和８年１月１日（木）　No.391 院 友 会 報 新年号

　今号は、会費・寄付金等のご協力をいただい　今号は、会費・寄付金等のご協力をいただい
た方のみにお送りしております。法人運営上、た方のみにお送りしております。法人運営上、
安定財源確保のための取組みの一環でございま安定財源確保のための取組みの一環でございま
す。皆さまのご理解とご協力を、よろしくお願す。皆さまのご理解とご協力を、よろしくお願
い申し上げます。い申し上げます。

一般財団法人　國學院大學院友会一般財団法人　國學院大學院友会

お知らせ

X（旧Twitter）
＠inyuukai
フォローしてください！

國學院大學院友会
ホームページ

※ この度ホームページを
リニューアルいたしました



硬
式
野
球
部

柔
道
部

学
術
部
門

剣
道
部

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

学
校
法
人

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　
電
話 

〇
三–

五
四
六
六–

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

佐
栁
　
正
三

理

事

長

武
智
　
浩
二

常
務
理
事

石
川
　
則
夫

理

事

城
所
　
俊
哉

同

尾
近
　
裕
幸

同

木
村
　
知
躬

同

九
條
　
道
成

同

國
清
　
英
明

同

植
村
　
勝
慶

同

川
福
　
基
之

同

千
家
　
尊
祐

同

津
田
　
　
栄

同

中
村
　
大
介

法
人
事
務
局
長

植
草
　
茂
樹

同

針
本
　
正
行

同

舟
橋
　
雅
美

同

𠮷
田
　
茂
穗

同

寺
澤
　
　
悠

同

小
瀬
　
孝
雄

監

事

仙
北
谷
穂
高

大
学
事
務
局
長

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　
電
話 

〇
三–

五
四
六
六–

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

佐
藤
　
長
門

大
学
院
委
員
長

石
川
　
則
夫

教
育
開
発
推
進

機

構

長

笹
生
　 

　
衛

研
究
開
発
推
進

機

構

長

太
田
　
直
之

人
間
開
発

学

部

長

黒
﨑
　
浩
行

神
道
文
化

学

部

長

茢
田
　
真
司

法
学
部
長

根
岸
　
毅
宏

経
済
学
部
長

谷
口
　
雅
博

文
学
部
長

針
本
　
正
行

学

長

石
川
　
則
夫

副

学

長

植
村
　
勝
慶

副

学

長

太
田
　
直
之

副

学

長

観
光
ま
ち
づ
く
り

学

部

長

西
村
　
幸
夫

謹 賀 新 年

★ あ て 先　 〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8
國學院大學院友会報プレゼント係

★応募方法　 ハガキ・FAX・E-mailに〒・住所・氏名・電話
番号・卒業期・卒業学科・個人番号【（　）内の
10桁の数字】を記入の上、お申し込みくだ
さい。 
※おひとりで複通数の応募はできません。

★締め切り　令和８年１月20日（火）※必着
★当選発表　 当選の発表は、賞品の発送を持って代えさ

せていただきます。発送は２月上旬以降に
なります。お楽しみに！

※ お申し込みいただきました個人情報は、本会で適切に
管理し、個人情報の利用目的の範囲で取り扱いいたし
ます。

　今回の賞品は母校硬式野球部のオリジナル
フェイスタオルです。
　選手のユニフォームでデザインされていま
す。球場で掲げて応援することもアリです。
　これを５名のみなさまへプレゼントいたし
ます。たくさんのご応募をお待ちしております。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン

の
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

プレゼントコーナー

オリジナルフェイスタオルを５名様へプレゼント！オリジナルフェイスタオルを５名様へプレゼント！
國學院大學硬式野球部 協賛！
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こ
の
た
び
受
章
、
就
任
の

ご
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
、
今

後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

（
令
和
七
年
八
月
以
降
か
ら
の

掲
載
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

■
褒
章

☆
紺
綬
褒
章（
令
和
七
年
二
月
）

柏
木
葉
子
氏
（
か
し
わ
ぎ
・

よ
う
こ
／
108
哲
・
128
博
前
経

・
131
博
後
経
）

■
宮
司
就
任

☆
戸
隠
神
社
（
長
野
市
）

大
杉
明
彦
氏
（
お
お
す
ぎ
・

あ
き
ひ
こ
／
88
神
）

☆
生
田
神
社
（
神
戸
市
）

木
田
孝
朋
氏
（
き
だ
・
た
か

と
も
・
92
神
2
）

☆
八
幡
朝
見
神
社（
別
府
市
）

神
　
大
和
男
氏
（
こ
う
・
た

か
を
／
107
神
）

☆
茨
城
縣
護
國
神
社（
水
戸
市
）

林
　
竜
司
氏
（
は
や
し
・
た

つ
し
／
108
神
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

　
院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

術
部
門
　
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

術
部
門
　
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

っ
て
お
り
ま
す
。

　
前
号
紹
介
の
『

　
前
号
紹
介
の
『
付付つ

く
つ
く

喪喪もも

神神が
み
が
み

絵絵ええ

詞詞こ
と
ば

こ
と
ば』

の
続
き
で
す
。
古
道
具

』
の
続
き
で
す
。
古
道
具

か
ら
変
化
し
た
付
喪
神
。
様

か
ら
変
化
し
た
付
喪
神
。
様

々
な
悪
さ
を
し
、
変
化
大
明

々
な
悪
さ
を
し
、
変
化
大
明

神
を
祀
り
京
都
一
条
大
路
を

神
を
祀
り
京
都
一
条
大
路
を

祭
礼
行
列
し
た
折
に
、
行
き

祭
礼
行
列
し
た
折
に
、
行
き

会
っ
た
関
白
の
放
つ

会
っ
た
関
白
の
放
つ
尊尊そ

ん
そ
ん

勝勝
し
ょ
う

し
ょ
う

陀陀だだ

羅羅らら

尼尼にに

の
威
力
に
退
散
し
、

の
威
力
に
退
散
し
、

更
に
護
法
童
子
の
追
討
を
受

更
に
護
法
童
子
の
追
討
を
受

け
て
改
心
し
ま
す
。
そ
の

け
て
改
心
し
ま
す
。
そ
の

後
、
以
前
追
い
出
し
た
数
珠

後
、
以
前
追
い
出
し
た
数
珠

一
連
の
下
で
修
行
し
成
仏
を

一
連
の
下
で
修
行
し
成
仏
を

相
当
な
覚
悟
と
不
屈
の
闘
志
で
‼

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
昨
秋
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
青

　
昨
秋
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
青

山
学
院
大
と
の
開
幕
カ
ー
ド

山
学
院
大
と
の
開
幕
カ
ー
ド

で
負
け
越
し
た
後
、
青
山
学

で
負
け
越
し
た
後
、
青
山
学

院
大
以
外
の
四
チ
ー
ム
か
ら

院
大
以
外
の
四
チ
ー
ム
か
ら

は
全
て
勝
点
を
獲
得
し
て
二

は
全
て
勝
点
を
獲
得
し
て
二

位
と
な
り
ま
し
た
が
、
六
連

位
と
な
り
ま
し
た
が
、
六
連

覇
中
の
青
山
学
院
大
を
直
接

覇
中
の
青
山
学
院
大
を
直
接

倒
し
て
勝
点
を
取
ら
な
い
限

倒
し
て
勝
点
を
取
ら
な
い
限

り
優
勝
は
無
い
と
い
う
事
を

り
優
勝
は
無
い
と
い
う
事
を

改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し

改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。
相
当
な
覚
悟
と
不
屈
の

た
。
相
当
な
覚
悟
と
不
屈
の

闘
志
を
持
ち
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

闘
志
を
持
ち
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
心
技
体
が
無
け
れ
ば
越
え

な
心
技
体
が
無
け
れ
ば
越
え

ら
れ
な
い
相
手
で
す
。
今
年

ら
れ
な
い
相
手
で
す
。
今
年

は
必
ず
や
り
遂
げ
た
い
と
思

は
必
ず
や
り
遂
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

監
督　
鳥
山
泰
孝 （
106
法
）記

仲
間
の
復
帰
を
願
っ
て

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
団
体
戦
で
は
二

　
今
年
度
の
団
体
戦
で
は
二

年
連
続
と
な
る
三
位
に
入
る

年
連
続
と
な
る
三
位
に
入
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
院
友
会
の
皆
さ
ま
、
大

偏
に
院
友
会
の
皆
さ
ま
、
大

学
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
応
援

学
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
応
援

の
お
陰
で
す
。
誠
に
あ
り
が

の
お
陰
で
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
後
藤
颯
太

 

応
援
基
金
の
ご
報
告
】

　
二
年
前
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ

　
二
年
前
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
大
会
に
お
い
て
重
大
事
故

ア
大
会
に
お
い
て
重
大
事
故

に
遭
い
、
今
現
在
も
下
肢
が

に
遭
い
、
今
現
在
も
下
肢
が

機
能
せ
ず
リ
ハ
ビ
リ
の
毎
日

機
能
せ
ず
リ
ハ
ビ
リ
の
毎
日

を
過
ご
し
て
い
る
後
藤
颯
太

を
過
ご
し
て
い
る
後
藤
颯
太

（
健
体
３
年
）
へ
の
寄
付
金

（
健
体
３
年
）
へ
の
寄
付
金

に
つ
い
て
深
く
感
謝
申
し
上

に
つ
い
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
頂
い
た
寄
付
金

げ
ま
す
。
頂
い
た
寄
付
金

は
、
ご
両
親
へ
お
渡
し
し
再

は
、
ご
両
親
へ
お
渡
し
し
再

生
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
に
役
立

生
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
に
役
立

て
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

て
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
部
員
も
後
藤
の
回
復
、
復

　
部
員
も
後
藤
の
回
復
、
復

帰
を
願
っ
て
日
々
精
進
し
て

帰
を
願
っ
て
日
々
精
進
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
応
援

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

監
督　
坂
本
大
記（
106
文
）記

果
た
し
て
物
語
は
終
わ
り
ま

果
た
し
て
物
語
は
終
わ
り
ま

す
。
付
喪
神
も
成
仏
で
き

す
。
付
喪
神
も
成
仏
で
き

て
、
め
で
た
し
め
で
た
し
。

て
、
め
で
た
し
め
で
た
し
。

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

事
務
部
図
書
館
事
務
課
・
記

接
戦
を
制
し
て
二
位
に
‼

■ 東都大学野球　令和７年度秋季リーグ戦【１部星取表】■
順位 青学大 國學院大 東洋大 中央大 亜細亜大 駒澤大 勝数 負数 分数 勝 率 勝点
１ 青学大 ―― ○○ ●○● ○○ ●○○ ○○ 9 3 0 0.750 4
２ 國學院大 ●● ―― ○○ ○○ ○●○ ○○ 8 3 0 0.727 4
３ 東洋大 ○●○ ●● ―― ○●○ ●○○ ●● 6 7 0 0.462 3
４ 中央大 ●● ●● ●○● ―― ○○ ○○ 5 6 0 0.455 2
５ 亜細亜大 ○●● ●○● ○●● ●● ―― ○●○ 5 9 0 0.357 1
６ 駒澤大 ●● ●● ○○ ●● ●○● ―― 3 8 0 0.273 1

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体

優
勝
大
会  

二
年
連
続
三
位
‼

紙
一
重
を
も
の
に
で
き
る
チ
ー
ム
へ
！

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

院
友
の
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
麗
ら
か

院
友
の
先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
麗
ら
か

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、全
日
本
女
子
学
生
優
勝
大
会
ベ

　
昨
年
は
、全
日
本
女
子
学
生
優
勝
大
会
ベ

ス
ト
ス
ト
1616
が
最
高
成
績
で
し
た
。個
々
の
試
合

が
最
高
成
績
で
し
た
。個
々
の
試
合

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
紙
一
重
の
内
容
が
多

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
紙
一
重
の
内
容
が
多

く
、残
念
な
場
面
も
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
し

く
、残
念
な
場
面
も
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。今
年
こ
そ
は
納
得
の
で
き
る
結
果
を
攫

た
。今
年
こ
そ
は
納
得
の
で
き
る
結
果
を
攫

む
べ
く
部
員
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
い
く

む
べ
く
部
員
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。今
後
と
も
か
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協

所
存
で
す
。今
後
と
も
か
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

監
督　
菊
地
道
隆（
96
文
2
）記

全
日
本
女
子
学
生
優
勝
大
会
ベ
ス
ト
16
進
出
‼

己
を
尽
く
す

　
院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

　
院
友
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。  

平
素
よ
り
、
多
大
な

平
素
よ
り
、
多
大
な

る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
た
ま

る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
た
ま

わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　
昨
年
は
、
関
東
学
生
秋
季

　
昨
年
は
、
関
東
学
生
秋
季

卓
球
リ
ー
グ
戦
に
お
き
ま
し

卓
球
リ
ー
グ
戦
に
お
き
ま
し

て
、
男
子
が
十
年
ぶ
り
と
な

て
、
男
子
が
十
年
ぶ
り
と
な

る
一
部
復
帰
を
果
た
し
ま
し

る
一
部
復
帰
を
果
た
し
ま
し

た
。
女
子
は
一
部
リ
ー
グ
六

た
。
女
子
は
一
部
リ
ー
グ
六

位
と
過
去
最
高
順
位
に
並
ぶ

位
と
過
去
最
高
順
位
に
並
ぶ

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
な
り
ま
し
た
。  
来来

シ
ー
ズ
ン
は
、
男
女
と
も
に

シ
ー
ズ
ン
は
、
男
女
と
も
に

一
部
の
舞
台
で
試
合
が
で
き

一
部
の
舞
台
で
試
合
が
で
き

る
喜
び
を
胸
に
、
一
部
の
チ

る
喜
び
を
胸
に
、
一
部
の
チ

ー
ム
と
し
て
定
着
す
る
こ
と

ー
ム
と
し
て
定
着
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
引
き
続
き
精
進

を
目
標
に
、
引
き
続
き
精
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
す
。

　
一
月
二
十
日
か
ら
全
日
本

　
一
月
二
十
日
か
ら
全
日
本

卓
球
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

卓
球
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
日
本
一
を
決
め
る

れ
ま
す
。
日
本
一
を
決
め
る

こ
の
大
会
に
、
今
年
度
は
十

こ
の
大
会
に
、
今
年
度
は
十

二
名
（
学
生
九
名
、
院
友
三

二
名
（
学
生
九
名
、
院
友
三

名
）
が
出
場
い
た
し
ま
す
。

名
）
が
出
場
い
た
し
ま
す
。

一
つ
で
も
多
く
勝
ち
、
幸
先

一
つ
で
も
多
く
勝
ち
、
幸
先

の
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る

の
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る

よ
う
、
選
手
一
同
、
精
一
杯

よ
う
、
選
手
一
同
、
精
一
杯

戦
い
抜
き
ま
す
。

戦
い
抜
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
声
援

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
声
援

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

 

男
子
監
督　
湯
原
一
成

 

（
79
経
）
記

卓
球
部

入
替
戦
勝
利
後
の
集
合
写
真

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て

　
院
友
会
の
皆
さ
ま
明
け
ま

　
院
友
会
の
皆
さ
ま
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
素
は
物
心
両
面
に
わ

す
。
平
素
は
物
心
両
面
に
わ

た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
た

た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
た

ま
わ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

ま
わ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
度
女
子
部

上
げ
ま
す
。
昨
年
度
女
子
部

は
イ
ン
カ
レ
学
校
対
抗
三
位

は
イ
ン
カ
レ
学
校
対
抗
三
位

・
シ
ン
グ
ル
ス
三
位
・
関
東

・
シ
ン
グ
ル
ス
三
位
・
関
東

学
生
ダ
ブ
ル
ス
三
位
、
男
子

学
生
ダ
ブ
ル
ス
三
位
、
男
子

部
は
イ
ン
カ
レ
ダ
ブ
ル
ス
ベ

部
は
イ
ン
カ
レ
ダ
ブ
ル
ス
ベ

ス
ト
８
・
全
日
本
学
生
イ
ン

ス
ト
８
・
全
日
本
学
生
イ
ン

ド
ア
三
位
・
関
東
学
生
大
学

ド
ア
三
位
・
関
東
学
生
大
学

対
抗
優
勝
と
い
う
結
果
で
し

対
抗
優
勝
と
い
う
結
果
で
し

た
。
た
。

　
本
年
は
部
訓
で
あ
る
「
和

　
本
年
は
部
訓
で
あ
る
「
和

と
礼
と
不
屈
の
精
神
」
を
モ

と
礼
と
不
屈
の
精
神
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
更
な
る
高
み
を
目

ッ
ト
ー
に
更
な
る
高
み
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

 

女
子
部
監
督　
新
本
弘
司

 

（
92
文
）
記

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

躍
進
を
続
け
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ス
ポ
ー
ツ
部
門

護法童子らの追討を受ける付喪神たち



北
海
道
道
北
支
部
経
由

三
千
円

8686
　
前
田
　
　
豊

　
前
田
　
　
豊

8787
　
鎌
田
　
告
人

　
鎌
田
　
告
人

9191
　
岡
本
　
敦
子

　
岡
本
　
敦
子

9292
　
西
川
　
充
彦

　
西
川
　
充
彦

9898
　
郡
司
　
和
惠

　
郡
司
　
和
惠

9898
　
郡
司
　
慶
次

　
郡
司
　
慶
次

101101
　
樋
口
　
知
久

　
樋
口
　
知
久

102102
　
井
澤
　
　
恒

　
井
澤
　
　
恒

111111
　
酒
井
　
智
章

　
酒
井
　
智
章

117117
　
鎌
田
　
昭
寿

　
鎌
田
　
昭
寿

131131
　
西
川
日
和
子

　
西
川
日
和
子

岩
手
県
支
部
経
由

三
千
円

推
　
田
村
　
昌
義

推
　
田
村
　
昌
義

6161
　
高
橋
　
弘
平

　
高
橋
　
弘
平

6767
　
高
橋
　
里
男

　
高
橋
　
里
男

6868
　
鈴
木
　
　
基

　
鈴
木
　
　
基

6969
　
森
田
　
　
勲

　
森
田
　
　
勲

7070
　
斎
藤
　
久
志

　
斎
藤
　
久
志

7070
　
高
橋
　
龍
夫

　
高
橋
　
龍
夫

7070
　
千
田
　
和
子

　
千
田
　
和
子

7070
　
村
上
　
康
昭

　
村
上
　
康
昭

7272
　
森
　
　
静
子

　
森
　
　
静
子

7373
　
佐
藤
紘
一
郎

　
佐
藤
紘
一
郎

7373
　
関
　
　
俊
子

　
関
　
　
俊
子

7373
　
千
葉
　
悟
郎

　
千
葉
　
悟
郎

7474
　
荒
木
　
真
幸

　
荒
木
　
真
幸

7474
　
佐
藤
　
修
蔵

　
佐
藤
　
修
蔵

7474
　
鈴
木
　
惠
治

　
鈴
木
　
惠
治

7474
　
晴
山
　
　
紘

　
晴
山
　
　
紘

7676
　
内
田
　
正
好

　
内
田
　
正
好

7676
　
宇
部
　
豊
隆

　
宇
部
　
豊
隆

7676
　
片
方
　
瑞
夫

　
片
方
　
瑞
夫

7676
　
鈴
木
千
佳
子

　
鈴
木
千
佳
子

7777
　
大
原
　
皓
二

　
大
原
　
皓
二

7777
　
金
澤
　
　
等

　
金
澤
　
　
等

7777
　
坂
本
　
知
彌

　
坂
本
　
知
彌

7777
　
桜
井
　
康
雄

　
桜
井
　
康
雄

7979
　
菅
野
　
　
初

　
菅
野
　
　
初

8080
　
藤
井
み
ゆ
き

　
藤
井
み
ゆ
き

8181
　
伊
藤
　
　
勝

　
伊
藤
　
　
勝

8181
　
大
鹿
糠
文
行

　
大
鹿
糠
文
行

8181
　
松
岡
　
隆
之

　
松
岡
　
隆
之

8181
　
八
重
嶋
雄
光

　
八
重
嶋
雄
光

8282
　
千
田
　
邦
子

　
千
田
　
邦
子

8484
　
熊
谷
　
常
正

　
熊
谷
　
常
正

8585
　
菊
池
　
　
晃

　
菊
池
　
　
晃

8585
　
実
川
　
敦
子

　
実
川
　
敦
子

8686
　
大
野
　
眞
男

　
大
野
　
眞
男

8686
　
戸
田
　
　
昇

　
戸
田
　
　
昇

8686
　
夏
井
　
敬
雄

　
夏
井
　
敬
雄

8686
　
長
谷
川
瑞
彦

　
長
谷
川
瑞
彦

8686
　
藤
田
　
典
子

　
藤
田
　
典
子

8787
　　
小
野
寺
規
久
雄

小
野
寺
規
久
雄

8787
　
中
田
　
文
人

　
中
田
　
文
人

8888
　
赤
沼
　
孝
雄

　
赤
沼
　
孝
雄

8888
　
稲
田
　
典
之

　
稲
田
　
典
之

8888
　
佐
藤
　
周
男

　
佐
藤
　
周
男

8888
　
清
水
　
貞
美

　
清
水
　
貞
美

8989
　
鈴
木
　
泰
久

　
鈴
木
　
泰
久

8989
　
杣
　
　
直
晃

　
杣
　
　
直
晃

9090
　
小
島
　
正
明

　
小
島
　
正
明

9191
　
遠
藤
可
奈
子

　
遠
藤
可
奈
子

9393
　
菅
野
　
哲
彦

　
菅
野
　
哲
彦

9393
　
本
田
　
桂
一

　
本
田
　
桂
一

9696
　
関
根
　
正
道

　
関
根
　
正
道

9797
　
坂
本
　
広
行

　
坂
本
　
広
行

100100
　
荒
川
　
和
昭

　
荒
川
　
和
昭

100100
　
佐
藤
　
辰
吾

　
佐
藤
　
辰
吾

100100
　
嶋
　
　
　
隆

　
嶋
　
　
　
隆

100100
　
菅
原
　
光
聴

　
菅
原
　
光
聴

100100
　
松
橋
　
知
之

　
松
橋
　
知
之

102102
　
亀
井
　
琢
人

　
亀
井
　
琢
人

102102
　
崎
山
　
　
巌

　
崎
山
　
　
巌

104104
　
佐
々
木
真
史

　
佐
々
木
真
史

105105
　
高
橋
　
伸
二

　
高
橋
　
伸
二

105105
　
鱒
沢
　
陽
香

　
鱒
沢
　
陽
香

109109
　
菅
村
孝
一
郎

　
菅
村
孝
一
郎

111111
　
日
下
部
　
慶

　
日
下
部
　
慶

111111
　
吉
田
　
大
和

　
吉
田
　
大
和

112112
　
田
苗
　
　
康

　
田
苗
　
　
康

112112
　
千
葉
　
浩
之

　
千
葉
　
浩
之

122122
　
阿
部
　
敏
宗

　
阿
部
　
敏
宗

124124
　
中
瀬
　
　
薫

　
中
瀬
　
　
薫

埼
玉
県
西
支
部
経
由

三
千
円

7070
　
中
野
　
　
誠

　
中
野
　
　
誠

7676
　
荻
原
　
晴
代

　
荻
原
　
晴
代

7676
　
奥
平
　
文
雄

　
奥
平
　
文
雄

7676
　
小
久
保
明
美

　
小
久
保
明
美

7878
　
梅
田
　
久
詞

　
梅
田
　
久
詞

8282
　
田
辺
三
千
代

　
田
辺
三
千
代

8686
　
前
原
　
利
雄

　
前
原
　
利
雄

8787
　
浅
田
　
則
子

　
浅
田
　
則
子

9090
　
浅
田
　
栄
治

　
浅
田
　
栄
治

9090
　
金
山
　
武
志

　
金
山
　
武
志

9393
　
浅
見
　
公
幸

　
浅
見
　
公
幸

9393
　
枝
窪
　
邦
茂

　
枝
窪
　
邦
茂

9393
　
樫
又
　
理
惠

　
樫
又
　
理
惠

9393
　
松
岡
　
　
緑

　
松
岡
　
　
緑

9393
　
松
本
　
博
之

　
松
本
　
博
之

9696
　
原
　
　
泰
明

　
原
　
　
泰
明

9797
　
朝
日
　
則
安

　
朝
日
　
則
安

9898
　
高
麗
　
文
康

　
高
麗
　
文
康

121121
　
嶋
田
　
龍
司

　
嶋
田
　
龍
司

滋
賀
県
支
部
経
由

三
千
円

6666
　
岳
　
　
尋
幸

　
岳
　
　
尋
幸

7676
　
本
城
　
政
良

　
本
城
　
政
良

7777
　
森
田
　
和
彦

　
森
田
　
和
彦

7878
　
山
本
　
賢
司

　
山
本
　
賢
司

8484
　
大
木
　
伸
二

　
大
木
　
伸
二

8686
　
宇
野
日
出
生

　
宇
野
日
出
生

9393
　
網
谷
　
道
弘

　
網
谷
　
道
弘

9595
　
岳
　
　
一
隆

　
岳
　
　
一
隆

9696
　
中
山
　
恒
夫

　
中
山
　
恒
夫

107107
　
山
本
　
大
司

　
山
本
　
大
司

110110
　
伊
藤
　
　
良

　
伊
藤
　
　
良

117117
　
多
々
良
夢
人

　
多
々
良
夢
人

120120
　
宇
野
　
治
彦

　
宇
野
　
治
彦

123123
　
中
山
　
慶
太

　
中
山
　
慶
太

124124
　
岳
　
　
未
晶

　
岳
　
　
未
晶

125125
　
岩
田
　
美
幸

　
岩
田
　
美
幸

京
都
府
支
部
経
由

三
千
円

7474
　
岡
　
　
兵
庫

　
岡
　
　
兵
庫

8282
　
西
川
　
哲
泰

　
西
川
　
哲
泰

8585
　
西
　
　
中
道

　
西
　
　
中
道

8787
　
青
山
　
浩
然

　
青
山
　
浩
然

8787
　
林
　
　
秀
俊

　
林
　
　
秀
俊

9898
　
木
下
　
龍
光

　
木
下
　
龍
光

9999
　
有
川
　
昭
典

　
有
川
　
昭
典

102102
　
松
田
　
正
行

　
松
田
　
正
行

133133
　
齋
藤
　
駿
士

　
齋
藤
　
駿
士

宮
崎
県
支
部
経
由

三
千
円

7272
　
桃
木
　
健
治

　
桃
木
　
健
治

104104
　
中
村
　
高
達

　
中
村
　
高
達

107107
　
長
友
　
安
隆

　
長
友
　
安
隆

109109
　
山
下
　
大
樹

　
山
下
　
大
樹

112112
　
崎
田
　
忠
寛

　
崎
田
　
忠
寛

114114
　
出
光
　
弘
忠

　
出
光
　
弘
忠

寒
川
神
社
経
由

三
千
円

8080
　
利
根
　
康
教

　
利
根
　
康
教

9393
　
石
黒
　
邦
彦

　
石
黒
　
邦
彦

9393
　
井
出
　
貴
史

　
井
出
　
貴
史

9595
　
井
上
　
浩
之

　
井
上
　
浩
之

9595
　
田
中
　
義
宣

　
田
中
　
義
宣

9898
　
坂
本
　
晋
一

　
坂
本
　
晋
一

106106
　
田
中
　
喜
隆

　
田
中
　
喜
隆

107107
　
伊
藤
　
龍
哉

　
伊
藤
　
龍
哉

111111
　
小
野
　
俊
之

　
小
野
　
俊
之

111111
　
中
西
　
正
史

　
中
西
　
正
史

113113
　
小
松
　
義
麿

　
小
松
　
義
麿

113113
　
水
谷
　
祐
也

　
水
谷
　
祐
也

114114
　
國
生
　
隆
也

　
國
生
　
隆
也

114114
　
立
岩
　
秀
夫

　
立
岩
　
秀
夫

117117
　
湯
田
　
敬
介

　
湯
田
　
敬
介

118118
　
小
澤
　
佳
次

　
小
澤
　
佳
次

118118
　
田
村
　
拓
之

　
田
村
　
拓
之

119119
　
松
橋
　
嶺
行

　
松
橋
　
嶺
行

120120
　
香
田
　
俊
介

　
香
田
　
俊
介

121121
　
三
浦
　
彩
夏

　
三
浦
　
彩
夏

123123
　
植
松
　
敏
光

　
植
松
　
敏
光

123123
　
加
藤
　
芳
朗

　
加
藤
　
芳
朗

125125
　
石
垣
　
仁
薫

　
石
垣
　
仁
薫

126126
　
角
河
　
礼
隆

　
角
河
　
礼
隆

129129
　
齋
藤
　
　
誠

　
齋
藤
　
　
誠

131131
　
足
立
　
良
介

　
足
立
　
良
介

◆
　
◆
　
◆◆

本
部
直
納

三
千
円

6262
　
北
條
　
俊
朗

　
北
條
　
俊
朗

6464
　
河
原
　
義
朗

　
河
原
　
義
朗

6464
　
斎
藤
　
　
稔

　
斎
藤
　
　
稔

6464
　
渋
谷
　
謙
二

　
渋
谷
　
謙
二

6464
　
三
部
　
正
人

　
三
部
　
正
人

6565
　
葛
西
　
六
郎

　
葛
西
　
六
郎

6565
　
河
村
　
保
行

　
河
村
　
保
行

6565
　
木
幡
　
輝
秋

　
木
幡
　
輝
秋

6565
　
福
田
　
一
三

　
福
田
　
一
三

6666
　
摩
尼
　
久
晴

　
摩
尼
　
久
晴

6666
　
宮
田
　
義
丸

　
宮
田
　
義
丸

6767
　
新
見
　
隆
司

　
新
見
　
隆
司

6767
　
倉
田
　
重
信

　
倉
田
　
重
信

6767
　
塚
田
　
完
次

　
塚
田
　
完
次

6767
　
中
村
　
一
徳

　
中
村
　
一
徳

6767
　
細
田
　
　
精

　
細
田
　
　
精

6868
　
岩
崎
　
安
宏

　
岩
崎
　
安
宏

6868
　
重
盛
　
一
哉

　
重
盛
　
一
哉

6868
　
庄
司
　
　
平

　
庄
司
　
　
平

6868
　
中
橋
　
正
彦

　
中
橋
　
正
彦

6868
　
吉
岡
　
孝
夫

　
吉
岡
　
孝
夫

6969
　
川
村
　
明
男

　
川
村
　
明
男

6969
　
名
原
　
和
穂

　
名
原
　
和
穂

6969
　
南
里
　
昌
宏

　
南
里
　
昌
宏

6969
　
八
島
美
智
子

　
八
島
美
智
子

7070
　
小
山
　
照
子

　
小
山
　
照
子

7070
　
坂
本
　
和
弘

　
坂
本
　
和
弘

7070
　
清
水
　
良
貞

　
清
水
　
良
貞

7070
　
永
島
　
淑
子

　
永
島
　
淑
子

7070
　
野
田
　
治
夫

　
野
田
　
治
夫

7171
　
井
上
　
善
子

　
井
上
　
善
子

7171
　
上
遠
野
久
美

　
上
遠
野
久
美

7171
　
木
村
　
忠
臣

　
木
村
　
忠
臣

7171
　
仲
泊
　
正
一

　
仲
泊
　
正
一

7272
　
寺
嶋
　
正
男

　
寺
嶋
　
正
男

7272
　
若
宮
　
得
幸

　
若
宮
　
得
幸

7373
　
桐
山
　
敬
子

　
桐
山
　
敬
子

7373
　
斎
藤
　
節
子

　
斎
藤
　
節
子

7373
　
庄
司
　
美
佳

　
庄
司
　
美
佳

7373
　
古
澤
　
憲
昭

　
古
澤
　
憲
昭

7373
　
山
崎
　
輝
暁

　
山
崎
　
輝
暁

7373
　
湯
田
　
栄
弘

　
湯
田
　
栄
弘

7474
　
赤
池
　
陽
右

　
赤
池
　
陽
右

7474
　
吉
楽
勝
太
郎

　
吉
楽
勝
太
郎

7474
　
佐
藤
　
勝
彦

　
佐
藤
　
勝
彦

7474
　
穂
戸
田
久
雄

　
穂
戸
田
久
雄

7474
　
松
浦
　
一
之

　
松
浦
　
一
之

7474
　
松
尾
　
孝
夫

　
松
尾
　
孝
夫

7474
　
松
元
　
邦
夫

　
松
元
　
邦
夫

7474
　
守
谷
　
　
武

　
守
谷
　
　
武

7575
　
川
井
　
　
勇

　
川
井
　
　
勇

7575
　
黒
崎
　
成
子

　
黒
崎
　
成
子

7575
　
斎
藤
　
邦
彦

　
斎
藤
　
邦
彦

7575
　
榊
田
嘉
津
雄

　
榊
田
嘉
津
雄

7575
　
高
橋
勢
津
子

　
高
橋
勢
津
子

7575
　
豊
田
　
克
之

　
豊
田
　
克
之

7575
　
長
友
　
鉄
郎

　
長
友
　
鉄
郎

7575
　
中
村
　
貞
史

　
中
村
　
貞
史

7575
　
林
　
　
延
雄

　
林
　
　
延
雄

7676
　
岩
井
　
邦
治

　
岩
井
　
邦
治

7676
　
副
島
　
昌
俊

　
副
島
　
昌
俊

7676
　
中
麿
　
輝
美

　
中
麿
　
輝
美

7777
　
金
子
　
　
勇

　
金
子
　
　
勇

7777
　
菅
野
　
俊
勝

　
菅
野
　
俊
勝

7777
　
相
馬
　
秀
和

　
相
馬
　
秀
和

7777
　
田
中
　
清
昭

　
田
中
　
清
昭

7777
　
田
中
　
恆
清

　
田
中
　
恆
清

7777
　
檜
谷
　
亮
一

　
檜
谷
　
亮
一

7878
　
平
　
　
一
彦

　
平
　
　
一
彦

7878
　
千
葉
　
拓
司

　
千
葉
　
拓
司

7979
　
小
坂
　
　
知

　
小
坂
　
　
知

7979
　
金
築
　
芳
之

　
金
築
　
芳
之

7979
　
斎
藤
　
　
豊

　
斎
藤
　
　
豊

7979
　
上
甲
　
一
則

　
上
甲
　
一
則

7979
　
田
澤
　
　
茂

　
田
澤
　
　
茂

7979
　
田
村
　
哲
夫

　
田
村
　
哲
夫

7979
　
冨
岡
　
光
雄

　
冨
岡
　
光
雄

7979
　
中
川
　
健
一

　
中
川
　
健
一

7979
　
中
川
　
春
雄

　
中
川
　
春
雄

7979
　
萩
原
　
正
雄

　
萩
原
　
正
雄

7979
　
柧
木
澤
光
毅

　
柧
木
澤
光
毅

7979
　
山
根
　
良
功

　
山
根
　
良
功

8080
　
青
山
　
賢
治

　
青
山
　
賢
治

8080
　
亀
山
　
幸
平

　
亀
山
　
幸
平

8080
　
鈴
木
　
正
昭

　
鈴
木
　
正
昭

8080
　
世
良
　
俊
治

　
世
良
　
俊
治

8080
　
田
村
　
有
三

　
田
村
　
有
三

8080
　
戸
澤
　
和
夫

　
戸
澤
　
和
夫

8080
　
藤
井
真
由
美

　
藤
井
真
由
美

8080
　
松
岡
　
保
雄

　
松
岡
　
保
雄

8080
　
横
尾
　
邦
光

　
横
尾
　
邦
光

8181
　
伊
藤
　
　
康

　
伊
藤
　
　
康

8181
　
伊
藤
　
義
男

　
伊
藤
　
義
男

8181
　
大
平
　
　
実

　
大
平
　
　
実

8181
　
川
野
　
和
昭

　
川
野
　
和
昭

8181
　
高
山
　
武
志

　
高
山
　
武
志

8181
　
中
出
　
文
夫

　
中
出
　
文
夫

8181
　
松
澤
　
俊
明

　
松
澤
　
俊
明

8181
　
渡
辺
　
一
治

　
渡
辺
　
一
治

8282
　
岩
田
　
京
子

　
岩
田
　
京
子

8282
　
小
澤
　
久
夫

　
小
澤
　
久
夫

8282
　
久
保
　
雅
昭

　
久
保
　
雅
昭

8282
　
千
原
　
孝
通

　
千
原
　
孝
通

8282
　
馬
場
　
弘
幸

　
馬
場
　
弘
幸

8282
　
三
宅
　
　
強

　
三
宅
　
　
強

8282
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

8282
　
和
久
井
幹
雄

　
和
久
井
幹
雄

8383
　
後
藤
　
俊
彦

　
後
藤
　
俊
彦

8383
　
込
宮
　
久
夫

　
込
宮
　
久
夫

8383
　
高
橋
　
邦
明

　
高
橋
　
邦
明

8383
　
鷲
尾
　
　
隆

　
鷲
尾
　
　
隆

8484
　
梅
澤
　
光
見

　
梅
澤
　
光
見

8484
　
加
藤
　
真
二

　
加
藤
　
真
二

8484
　
河
島
　
一
夫

　
河
島
　
一
夫

8484
　
島
岡
　
　
司

　
島
岡
　
　
司

8484
　
竹
内
貴
久
雄

　
竹
内
貴
久
雄

8484
　
中
村
栄
利
子

　
中
村
栄
利
子

8484
　
坂
東
　
　
昭

　
坂
東
　
　
昭

8585
　
石
田
　
耕
一

　
石
田
　
耕
一

8585
　
及
川
　
雄
爾

　
及
川
　
雄
爾

8585
　
菊
池
　
重
敏

　
菊
池
　
重
敏

8585
　
佐
藤
　
光
政

　
佐
藤
　
光
政

8585
　
鈴
木
　
浩
司

　
鈴
木
　
浩
司

8585
　
森
田
あ
す
か

　
森
田
あ
す
か

8686
　
伊
故
海
芳
則

　
伊
故
海
芳
則

8686
　
小
竿
　
順
子

　
小
竿
　
順
子

8686
　
小
山
内
一
與

　
小
山
内
一
與

8686
　
倉
橋
真
起
子

　
倉
橋
真
起
子

8686
　
坂
出
　
譲
治

　
坂
出
　
譲
治

8686
　
佐
々
木
憲
康

　
佐
々
木
憲
康

8686
　
西
　
か
よ
子

　
西
　
か
よ
子

8686
　
西
山
　
和
範

　
西
山
　
和
範

8686
　
早
川
　
政
弘

　
早
川
　
政
弘

8686
　
福
田
　
弘
和

　
福
田
　
弘
和

8686
　
三
橋
　
康
男

　
三
橋
　
康
男

8686
　
横
溝
　
　
温

　
横
溝
　
　
温

8787
　
斉
藤
　
　
弘

　
斉
藤
　
　
弘

8787
　
塩
川
　
正
純

　
塩
川
　
正
純

8787
　
高
橋
　
浩
介

　
高
橋
　
浩
介

8787
　
矢
田
　
宏
人

　
矢
田
　
宏
人

8787
　
横
山
　
博
之

　
横
山
　
博
之

8888
　
菊
地
　
広
幸

　
菊
地
　
広
幸

8888
　
草
山
　
清
和

　
草
山
　
清
和

8888
　
田
北
　
敏
彦

　
田
北
　
敏
彦

8888
　
常
盤
　
　
隆

　
常
盤
　
　
隆

8888
　
堀
田
　
幸
司

　
堀
田
　
幸
司

8888
　
本
田
今
日
子

　
本
田
今
日
子

8989
　
渚
　
　
恵
子

　
渚
　
　
恵
子

8989
　
西
村
庄
一
郎

　
西
村
庄
一
郎

8989
　
矢
田
　
純
行

　
矢
田
　
純
行

9090
　
飯
田
　
芳
男

　
飯
田
　
芳
男

9090
　
笠
井
　
孝
司

　
笠
井
　
孝
司

9090
　
高
田
　
純
男

　
高
田
　
純
男

9090
　
高
山
　
幸
代

　
高
山
　
幸
代

9090
　
寺
本
　
典
則

　
寺
本
　
典
則

9090
　
保
坂
　
雅
智

　
保
坂
　
雅
智

9090
　
山
口
　
久
範

　
山
口
　
久
範

9191
　
杉
山
　
典
子

　
杉
山
　
典
子

9191
　
須
永
　
高
史

　
須
永
　
高
史

9191
　
新
飯
田
潤
一

　
新
飯
田
潤
一

9292
　
内
田
　
　
悟

　
内
田
　
　
悟

9292
　
栗
原
　
雅
美

　
栗
原
　
雅
美

9292
　
近
藤
富
美
男

　
近
藤
富
美
男

9292
　
三
橋
　
直
也

　
三
橋
　
直
也

9292
　
武
藤
　
充
孝

　
武
藤
　
充
孝

〈

年

度

会

費

〉

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

　
名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会
員
。

「
特
」
は
会
員
と
は
な
っ
て
い
な

い
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
。

（
敬
称
略
）

　
令
和
七
年
五
月
一
日
〜
令
和
七

年
八
月
三
十
一
日
納
入
分
ま
で
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た
だ

　
皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た
だ

い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同
窓
会

い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同
窓
会

事
業
や
公
益
事
業
等
に
使
用
い

事
業
や
公
益
事
業
等
に
使
用
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

　
な
お
こ
の
会
報
と
一
緒
に

　
な
お
こ
の
会
報
と
一
緒
に

『
維
持
寄
付
金

『
維
持
寄
付
金  

学
術
・
ス
ポ

学
術
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
資
金
に
つ
い
て
』
の

ー
ツ
振
興
資
金
に
つ
い
て
』
の

チ
ラ
シ
が
同
封
さ
れ
ま
す
。
ご

チ
ラ
シ
が
同
封
さ
れ
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
必
ず

協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
必
ず

振
込
用
紙
の
該
当
箇
所
に
ご
記

振
込
用
紙
の
該
当
箇
所
に
ご
記

入
の
上
、
維
持
寄
付
金
か
学
術

入
の
上
、
維
持
寄
付
金
か
学
術

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
○
を

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
○
を

つ
け
ご
入
金
い
た
だ
く
よ
う
お

つ
け
ご
入
金
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ

　
院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ

も
会
費
・
寄
付
金
の
ご
納
入
を

も
会
費
・
寄
付
金
の
ご
納
入
を

い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご

い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

※※  

「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
」
を

「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
」
を

お
持
ち
の
方
で
、
口
座
か
ら

お
持
ち
の
方
で
、
口
座
か
ら

ご
送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、

ご
送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、

必
ず
必
ず
お
名
前
・

お
名
前
・
1010
桁
の
会
員

桁
の
会
員

番
号
・
連
絡
先
の
電
話
番
号

番
号
・
連
絡
先
の
電
話
番
号

を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。
こ
れ

を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ら
の
記
載
が
な
い
と
、
ど
な

ら
の
記
載
が
な
い
と
、
ど
な

た
か
ら
の
振
込
み
だ
か
判
明

た
か
ら
の
振
込
み
だ
か
判
明

で
き
ま
せ
ん
。
お
手
数
を
お

で
き
ま
せ
ん
。
お
手
数
を
お

掛
け
い
た
し
ま
す
が
宜
し
く

掛
け
い
た
し
ま
す
が
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
費
・
寄
付
金
の

振
込
に
関
し
て

　
本
会
の
会
費
制
度
に
つ
い
て

　
本
会
の
会
費
制
度
に
つ
い
て

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【【URL 

URL https:
https:////

www.kokugakuin.or.jp
www.kokugakuin.or.jp

】】のの

『
会
費
・
寄
付
金

『
会
費
・
寄
付
金

の
お
願
い
』の

の
お
願
い
』の

欄
で
説
明
し
て

欄
で
説
明
し
て

い
ま
す
。ご
覧

い
ま
す
。ご
覧

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

会
費
に
つ
い
て

亀戸升本のお弁当
保存料・合成着色料を一切使わず、玉子焼きや
かまぼこに至るまで割烹職人手づくりのお弁当です。

ご注文・お問合せ　03-5609-1898
無料配送エリア

TEL 03-5609-1898  /  FAX 03-5609-1897

■取締役　副社長　坂本　美雄　（84 期）

ご予約承ります

ご購入

 5,000 円以上   

 10,000円以上  大田・世田谷・杉並・練馬・板橋区

 20,000円以上  船橋市

 8,000 円以上
   新宿・品川・目黒・渋谷・中野・豊島・荒川

　　　　　　   北・足立区、市川市・浦安市

江東・墨田・千代田・中央・港・文京・台東・

葛飾・江戸川区

総
合
企
画
部

企
画
担
当
次
長
兼
企
画
課
長

藤
井
　
哲
彦

入
学
課
長

萩
　
慎
太
郎

広
報
担
当
次
長
兼
広
報
課
長

原
口
　
　
章

部
長

後
藤
　
　
匠

神
道
研
修
事
務
部

次
長
兼
神
道
研
修
事
務
課
長

大
久
保
規
志

財
務
部

経
理
担
当
部
長
兼
経
理
課
長

村
越
　
美
里

管
財
課
長

吉
井
　
浩
久

管
財
担
当
部
長

細
島
　
洋
紀

部
長

田
中
　
　
太

教
学
事
務
部

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

坂
入
　
裕
一

教
務
課
長

織
田
　
泰
輔

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

前
田
　
浩
司

大
学
院
事
務
課
長

本
浪
　
義
武

部
長

松
本
　
忠
和

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

部
長

島
村
　
昌
利

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

佐
藤
　
友
宏

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
次
長

原
田
　
佳
昌

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

広
瀬
　
健
一

研
究
支
援
担
当
次
長

飯
塚
　
陽
子

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

大
矢
　
英
広

学
生
事
務
部

部
長

人
見
　
　
剛

学
生
生
活
課
長

内
田
　
宣
央

木
村
　
　
都

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
部
長

古
澤
　
　
繁

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

国
際
交
流
事
務
部

部
長
兼
国
際
交
流
課
長

石
山
　
昭
彦

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

後
藤
　
幸
雄

部
長

鵜
澤
　
英
子

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

川
畑
　
敏
之

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

佐
野
　
真
之

図
書
館
担
当
部
長

安
達
　
　
匠

図
書
館
事
務
課
長

藤
巻
　
園
子

図
書
館
事
務
課
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

担
当
課
長

生
形
　
恭
子

國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

仙
北
谷
穂
高

総
務
部

小
林
　
博
毅

人
事
担
当
次
長

謡
口
　
秀
見

人
事
担
当
部
長
兼
総
務
課
長

山
口
　
輝
幸

部
長

校
友
課
長

田
中
　
裕
巳

人
事
課
長

市
原
　
基
樹

法
人
事
務
局
部
長

滝
田
　
忠
之

法
人
事
務
局
部
長

安
西
　
晴
美

法
人
事
務
局
部
長

長
谷
川
顕
子

法
人
事
務
局
長

中
村
　
大
介

内
部
監
査
室
長

福
山
康
一
郎

謹 賀 新 年

9393
　
赤
松
　
裕
信

　
赤
松
　
裕
信

9393
　
宮
川
　
経
幸

　
宮
川
　
経
幸

9494
　
小
川
　
謙
一

　
小
川
　
謙
一

9494
　
菊
池
理
恵
子

　
菊
池
理
恵
子

9494
　
古
屋
真
抄
子

　
古
屋
真
抄
子

9595
　
二
階
堂
　
衛

　
二
階
堂
　
衛

9696
　
高
橋
　
弘
之

　
高
橋
　
弘
之

9696
　
濱
田
　
哲
也

　
濱
田
　
哲
也

9696
　
山
下
　
　
剛

　
山
下
　
　
剛

9797
　
西
村
　
隆
男

　
西
村
　
隆
男

9797
　
花
山
　
勝
弘

　
花
山
　
勝
弘

9797
　
真
下
真
佐
江

　
真
下
真
佐
江

9797
　
松
本
　
秀
治

　
松
本
　
秀
治

9898
　
宇
貫
　
文
昭

　
宇
貫
　
文
昭

9999
　
中
島
　
正
高

　
中
島
　
正
高

100100
　
鬼
生
田
顕
英

　
鬼
生
田
顕
英

100100
　
小
助
川
清
明

　
小
助
川
清
明

100100
　
武
藤
　
文
子

　
武
藤
　
文
子

100100
　
武
藤
　
誠
司

　
武
藤
　
誠
司

101101
　
牛
草
　
美
佳

　
牛
草
　
美
佳

101101
　
坂
本
　
浩
子

　
坂
本
　
浩
子

101101
　
坂
本
　
正
隆

　
坂
本
　
正
隆

102102
　
糸
田
由
香
子

　
糸
田
由
香
子

102102
　
倉
石
　
美
都

　
倉
石
　
美
都

102102
　
山
中
　
隆
寛

　
山
中
　
隆
寛

103103
　
石
部
貴
加
蔵

　
石
部
貴
加
蔵

103103
　
妙
見
　
愛
海

　
妙
見
　
愛
海

104104
　
石
垣
　
卓
稔

　
石
垣
　
卓
稔

105105
　
四
釜
　
裕
和

　
四
釜
　
裕
和

107107
　
麻
場
啓
一
郎

　
麻
場
啓
一
郎

107107
　
篠
田
　
隆
文

　
篠
田
　
隆
文

107107
　
前
田
康
之
介

　
前
田
康
之
介

110110
　
戸
川
　
忠
俊

　
戸
川
　
忠
俊

111111
　
髙
田
　
和
美

　
髙
田
　
和
美

112112
　
近
藤
　
行
成

　
近
藤
　
行
成

113113
　
長
谷
川
幸
子

　
長
谷
川
幸
子

114114
　
大
槻
　
祐
樹

　
大
槻
　
祐
樹

114114
　
高
　
将
太
朗

　
高
　
将
太
朗

114114
　
保
々
　
宗
一

　
保
々
　
宗
一

114114
　
前
田
源
次
郎

　
前
田
源
次
郎

114114
　
水
島
　
昌
和

　
水
島
　
昌
和

115115
　
坂
上
　
眞
弥

　
坂
上
　
眞
弥

117117
　
福
井
　
健
太

　
福
井
　
健
太

118118
　
川
島
　
一
晃

　
川
島
　
一
晃

119119
　
柴
田
　
健
吾

　
柴
田
　
健
吾

120120
　
川
島
　
一
剛

　
川
島
　
一
剛

120120
　
山
東
　
正
昭

　
山
東
　
正
昭

121121
　
神
浦
　
一
成

　
神
浦
　
一
成

123123
　
田
中
　
宏
幸

　
田
中
　
宏
幸

128128
　
木
暮
　
琳
音

　
木
暮
　
琳
音

132132
　
小
清
水
成
香

　
小
清
水
成
香

132132
　
塩
田
　
伸
之

　
塩
田
　
伸
之

宮
崎
県
支
部
経
由

二
万
円

8989
　
本
部
　
　
享

　
本
部
　
　
享

◆
　
◆
　
◆◆

本
部
直
納

二
万
円

推
　
福
山
康
一
郎

推
　
福
山
康
一
郎

6868
　
鎌
田
　
吉
郎

　
鎌
田
　
吉
郎

6868
　
鎌
田
　
喜
子

　
鎌
田
　
喜
子

7272
　
西
出
　
善
明

　
西
出
　
善
明

7373
　
鶴
田
　
智
美

　
鶴
田
　
智
美

7474
　
荒
木
　
真
幸

　
荒
木
　
真
幸

7575
　
脇
田
　
洋
一

　
脇
田
　
洋
一

7676
　
橋
口
　
昭
一

　
橋
口
　
昭
一

7676
　
細
矢
　
勝
己

　
細
矢
　
勝
己

7878
　
小
黒
　
光
司

　
小
黒
　
光
司

7979
　
小
田
　
一
美

　
小
田
　
一
美

8080
　
小
俣
　
明
子

　
小
俣
　
明
子

8080
　
小
林
　
　
操

　
小
林
　
　
操

8181
　
秋
場
　
　
清

　
秋
場
　
　
清

8181
　
加
藤
　
久
佳

　
加
藤
　
久
佳

8282
　
春
日
　
源
子

　
春
日
　
源
子

8282
　
藤
原
　
正
義

　
藤
原
　
正
義

8484
　
陣
内
　
喜
弘

　
陣
内
　
喜
弘

8484
　
鈴
木
　
健
司

　
鈴
木
　
健
司

8585
　
安
倍
　
久
子

　
安
倍
　
久
子

8585
　
三
好
　
清
隆

　
三
好
　
清
隆

8686
　
平
沢
　
靖
史

　
平
沢
　
靖
史

8888
　
瀧
島
　
俊
治

　
瀧
島
　
俊
治

8989
　
田
代
　
　
忍

　
田
代
　
　
忍

9393
　
飯
田
　
泰
春

　
飯
田
　
泰
春

9393
　　
塩
野
谷
美
奈
子

塩
野
谷
美
奈
子

9494
　
大
久
保
直
倫

　
大
久
保
直
倫

9494
　
乙
坂
　
明
美

　
乙
坂
　
明
美

9696
　
西
尾
　
和
子

　
西
尾
　
和
子

9696
　
藤
澤
　
和
隆

　
藤
澤
　
和
隆

9898
　
岩
田
　
明
広

　
岩
田
　
明
広

100100
　
松
田
　
　
啓

　
松
田
　
　
啓

100100
　
三
好
　
範
彦

　
三
好
　
範
彦

102102
　
松
本
　
　
祐

　
松
本
　
　
祐

103103
　
竹
内
　
慶
子

　
竹
内
　
慶
子

103103
　
竹
内
　
康
博

　
竹
内
　
康
博

104104
　
小
沼
　
亜
紀

　
小
沼
　
亜
紀

105105
　
根
本
　
啓
明

　
根
本
　
啓
明

106106
　
高
橋
由
希
子

　
高
橋
由
希
子

114114
　
上
田
　
重
安

　
上
田
　
重
安

114114
　
奥
原
　
隆
良

　
奥
原
　
隆
良

115115
　
金
井
　
　
強

　
金
井
　
　
強

119119
　
大
島
　
健
司

　
大
島
　
健
司

120120
　
斎
藤
　
裕
敦

　
斎
藤
　
裕
敦

120120
　
レ
リ
ガ
優
紀

　
レ
リ
ガ
優
紀

121121
　
室
井
　
康
平

　
室
井
　
康
平

123123
　
那
須
野
綾
子

　
那
須
野
綾
子

132132
　
関
根
　
実
花

　
関
根
　
実
花

〈

十

年

会

費

〉

十
万
円

7171
　
菅
沼
　
　
淳

　
菅
沼
　
　
淳

二
万
円

7171
　
渡
邊
　
修
之

　
渡
邊
　
修
之

8181
　
保
坂
　
　
悟

　
保
坂
　
　
悟

9191
　
島
村
　
禎
宏

　
島
村
　
禎
宏

一
万
円

　
　
東
郷
神
社

　
　
東
郷
神
社

推
　
小
林
　
英
夫

推
　
小
林
　
英
夫

推
　
柴
田
　
正
子

推
　
柴
田
　
正
子

推
　
新
富
　
康
央

推
　
新
富
　
康
央

6666
　
田
村
　
哲
男

　
田
村
　
哲
男

6767
　
加
藤
　
隆
久

　
加
藤
　
隆
久

6767
　
中
村
　
一
徳

　
中
村
　
一
徳

6868
　
尾
城
　
和
雄

　
尾
城
　
和
雄

6969
　
戸
澤
　
　
務

　
戸
澤
　
　
務

7272
　
寺
嶋
　
正
男

　
寺
嶋
　
正
男

7373
　
永
井
　
治
子

　
永
井
　
治
子

7373
　
古
澤
　
憲
昭

　
古
澤
　
憲
昭

7373
　
湯
田
　
栄
弘

　
湯
田
　
栄
弘

7474
　
石
井
　
啓
二

　
石
井
　
啓
二

7474
　
瀬
村
　
浩
璽

　
瀬
村
　
浩
璽

〈
維
持
寄
付
金
〉

7777
　
手
代
木
晃
一

　
手
代
木
晃
一

7878
　
村
野
　
　
薫

　
村
野
　
　
薫

7878
　
山
西
　
啓
司

　
山
西
　
啓
司

8080
　
小
俣
　
明
子

　
小
俣
　
明
子

8080
　
小
林
　
　
操

　
小
林
　
　
操

8080
　
世
良
　
俊
治

　
世
良
　
俊
治

8181
　
加
藤
　
久
佳

　
加
藤
　
久
佳

8181
　
松
澤
　
俊
明

　
松
澤
　
俊
明

8383
　
後
藤
　
俊
彦

　
後
藤
　
俊
彦

8484
　
平
野
　
充
彦

　
平
野
　
充
彦

8585
　
小
野
目
博
昭

　
小
野
目
博
昭

8686
　
西
山
　
和
範

　
西
山
　
和
範

8686
　
三
橋
　
康
男

　
三
橋
　
康
男

8787
　
飯
田
喜
久
男

　
飯
田
喜
久
男

8787
　
丹
治
　
正
博

　
丹
治
　
正
博

8989
　
藤
田
　
一
隆

　
藤
田
　
一
隆

9090
　
金
剛
丸
静
子

　
金
剛
丸
静
子

9393
　
早
川
　
正
義

　
早
川
　
正
義

9494
　
大
久
保
直
倫

　
大
久
保
直
倫

9797
　
松
本
　
博
明

　
松
本
　
博
明

9898
　
匿
　
　
　
名

　
匿
　
　
　
名

9898
　
葛
原
　
秀
史

　
葛
原
　
秀
史

100100
　
鬼
生
田
顕
英

　
鬼
生
田
顕
英

100100
　
多
ケ
谷
　
亮

　
多
ケ
谷
　
亮

103103
　
鴫
原
　
洋
子

　
鴫
原
　
洋
子

104104
　
池
内
　
優
仁

　
池
内
　
優
仁

104104
　
大
野
　
宗
胤

　
大
野
　
宗
胤

104104
　
小
沼
　
亜
紀

　
小
沼
　
亜
紀

112112
　
栗
田
慎
之
介

　
栗
田
慎
之
介

114114
　
佐
藤
　
永
周

　
佐
藤
　
永
周

115115
　
深
谷
　
計
史

　
深
谷
　
計
史

115115
　
脇
阪
　
　
央

　
脇
阪
　
　
央

117117
　
脇
阪
　
一
代

　
脇
阪
　
一
代

120120
　
武
井
　
正
武

　
武
井
　
正
武

123123
　
山
田
　
光
臣

　
山
田
　
光
臣
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〈
学
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ツ
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資
金
〉

■ 会費等納入累計表 ■
Ｒ7・5/1～ R7・8/30
金額（円） 件数

年 度 会 費 1,125,000 375
十 年 会 費 980,000 49
維 持 寄 付 金 725,620 70
学術・スポーツ振興資金 484,000 74
基 本 財 産 寄 付 金 0 0

訃
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ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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祝電サービス実施中！
　本会では、結婚される院友の方々へ会長
名の祝電をお贈りしております。ぜひご利
用ください。

國學院大學院友会
〒150-0011　東京都渋谷区東４-12-８
TEL 03-3400-7781
FAX 03-3400-7996
電報サービス係宛メールアドレス： inyuukai@
kokugakuin.or.jp

お申し込み先

① 申込者のお名前（ふりがな付き）、ご住所、
電話番号、卒業期、会員番号
② 結婚される方のお名前（ふりがな付き）、ご
住所、電話番号、卒業期　※院友のご家族の
場合は続柄（一親等以内）
③結婚式の日時
④ お届け先（〒、住所、電話番号、会場名／ふ
りがな付き）
⑤ 新居の住所、電話番号
　以上を正確に明記の上、ハガキ、FAXまた
はメールで一週間前までにお申し込みくださ
い。

お申し込み方法

　本会が取得する個人情報は、
講演会、講習会、研究会、懇親
会、コンサート等の開催のため
の講師・参加者の特定・通知、
院友会報・図書・物品等の発
送、会員の情報管理、院友会・
支部総会およびＯＢ会や同期会
を含む諸会合等の案内および連
絡、会費の徴収とこれに関する
諸連絡、寄付金の依頼とこれに
関する諸連絡、在学生支援とこ
れに関して必要とされる連絡・
通知、共同利用者國學院大學の
利用目的に関することに使用さ
せていただきます。

本会の個人情報の
利用目的について

　國學院大學では、現在オンライン公開講座を開講しており、今後も幅広
い分野の講座を展開予定です。オンライン公開講座の詳細は、公開講座専
用ページ（https://kokugakuin.sa-advance.com/）をご覧ください。
　対面講座のオープンカレッジも令和８年度開講に向け、準備を進めてい
ます。ご興味のある方は以下のＱＲコードより詳細をご確認いただき、パ
ンフレットをご請求ください。発送は「２月中旬以降」を予定しておりま
す。皆様のお申し込みを心よりお待ちしております。

問い合わせ先
國學院大學エクステンションセンター
TEL：03-5466-0270　
E-mail：jigyou@kokugakuin.ac.jp

大学ホームページ、　
オープンカレッジについて▶

公開講座専用ページURL
https://kokugakuin.sa-advance.com/ 公開講座専用ページ▶

國學院大學公開講座のご案内住所変更届・異動届のお願い

　本会では、母校校友課と協力し、一人でも多く
の院友の皆さまに情報発信をしていきたいと考え
ております。
　結婚・転職・転居などにより、氏名・住所・勤
務先などに変更がございましたら、本会または、
母校校友課へお知らせください。ホームページか
らでも変更できます。

※ メールアドレスの登録もお願いいたします。

※ ご登録先がご実家であっても、ご本人が居住され
ていない場合は、郵便局から差し戻されてまいり
ますので、必ず現住所をご連絡くださ
い。皆さまのお手元に郵便物が確実に
届くように、ご協力の程お願い申し上
げます。
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出雲駅伝連覇
箱根駅伝必勝！ ご声援をお願いします。

出雲駅伝連覇
箱根駅伝必勝！ ご声援をお願いします。

國學院大學駅伝神職支援会

（甲斐國一宮淺間神社宮司）
古屋　真弘（88期）会長

中川  岳士
（127神専攻）

電　話　03-3841-7877
ＦＡＸ　03-3841-7120

〒111-0032　東京都台東区浅草2-2-12
株式会社キッズプロモーション

2026年に創業29周年を迎えます

広告・イベント・建築 kidspromotion-inc.com

代表取締役 [ 94法 ]木津 昭仁
〉

広告を募集しています
詳細は事務局までお問い合わせください

TEL　03-3400-7781

謹 賀 新 年

院友経済会ビジネス塾
学び直しと実践交流で“つながる経済人”を育てる場へ
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人
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教
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長

証明書発行サービスについて

　國學院大學では、在学生および院友の皆様の利便性向上を目的として、９月
１日より、学内の証明書発行機をコンビニエンスストアでの発行サービスと同
一のシステムへ移行いたしました。
　これにより、証明書は窓口申請ではなく、オンラインまたは郵送での受付の
みとなりました。なお、平成12年３月以前の卒業生と、平成13年３月以降の
卒業生とでは各証明書の発行方法が異なりますので、詳細は母校ホームページ
にてご確認ください。

本サービスの詳細については、母校ホームページにてご確認ください。

申請方法 ●オンライン申請　●郵送申請

支払方法
● オンライン決済（クレジットカード、PayPay）
●現金払い（コンビニ店頭Smart Pit経由）
●定額小為替払い（郵送のみ）

受取方法

［平成13年３月以降の卒業生］
●コンビニエンスストアのマルチコピー機
●学内発行機　●郵送または大学窓口（一部証明書のみ）
［平成12年３月以前の卒業生］
●郵送　●大学窓口

問い合わせ先
■渋谷キャンパス
　教務課　証明書担当：03-5466-0137
■たまプラーザキャンパス
　たまプラーザ事務課　証明書担当：045-904-7721

　『國學院大學学報』は、学生、院友、教
職員の活躍や大学ニュースをお届けする機
関誌（年11回発行／８月休刊）です。年
間購読料は500円（税込・送料含む）と
なります。
　定期購読を希望される院友の皆さまにお
かれましては、随時受け付けておりますの
で、下のQRコードからお手続きいただくか、
広報課までご連絡ください。

■お問い合わせ先
　國學院大學総合企画部広報課
　電話：03-5466-0130
　Email：kouho@kokugakuin.ac.jp

☆ ☆定期購読のご案内
『國學院大學学報』

國學院大學博物館だより 毎号博物館の企画展を紹介していきます。毎号博物館の企画展を紹介していきます。

博物館の展示をお家からも！オンラインミュージアムのご案内
　國學院大學博物館の展示をネット上で観覧できます。ご自宅に居ながら、常設展はもちろん、企画展も展
示内容を解説付きでお楽しみいただけます。各企画展でミュージアムトークも配信中です！
 ◎博物館ホームページ又は右記のQRコードから⇨

性別越境の歴史学 ―男／女でもあり、女／男でもなく―企画展

　人類の最も自然的な側面と考えられがちな「性」は、極め
て文化的な性格を有する。生物学的な「男／女」に限定され
ない性のあり方こそ、動物と人間とを截然と分かつものだ。
人々は、性別を越境することで、異能を得ると信じられてき
た。とりわけ祭祀や芸能では異性装など「性別越境」が重要

な意味を持つことがあった。本展覧会では、「あいまいな
性」を許さなくなった明治以降の感覚を問い直しつつ、歴史
的な「性」に対する意識を瞥見した上で、今日まで命脈を保
ってきた日本文化における性の多様性について明確にしてい
きたい。

図録やミュージアムグッズは配送販売もしています！その他

会 期： 令和７年12月６日（土）～２月23日（月・祝）
開 館 時 間：10：00～18：00（最終入館は30分前）
会 場：國學院大學博物館　企画展示室
会期中休館日： 毎週月曜日（祝日及び12月22日を除く）、12月21日（日）、12月24日（水）

～１月５日（月）、１月17日（土）～19日（月）、２月２日（月）～４日（水）
お問い合わせ：03-5466-0359

「
八
幡
縁
起
」上
　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

　國學院大學院友会は儀礼文化学会と共催
で、令和７年度も「生活芸術講座」を開催
いたします。院友のみなさまをはじめ、広
く一般の方にも是非ご参加いただき、「日
本文化の形と心」を考え、体験して頂きた
いと思います。内容は下記のとおりです。

● 日程　 令和８年２月８日（日）
14：00～16：00

● 分野／講師　 ［香道］畑　元章　先生
（㈱松栄堂代表取締役社長）
※講師が変更となりました

● 受講料　 4,000円（税込）「國學院大學学
生／大学院生2,000円（税込）」

● 定員　 50名（予定）

－生活芸術講座－
令和７年度　國學院大學院友学術振興会　公開講座

國 學 院 の 古 典

令和８年
１月 28日（水） 29日（木） 30日（金） 31日（土）

13：00
から　　
14：30

上代文学
「記・紀」の編纂時期を

めぐって

神道学
社会変動と神社神道

源氏物語
源氏物語の女君たち
―若紫の登場―

上代文学
火の神楽

―芸能と儀礼から―
院友学術振興会 会長
菅野　雅雄 氏

麗澤大学 准教授
冬月　律 氏

國學院大學 教授
竹内　正彦 氏

國學院大學 准教授
渡邉　卓 氏

14：50
から　　
16：20

古事記
天孫降臨

―アマテラスとタカミムスヒ―

中国文学
死者を蘇らせる符
―中国道教の呪法から―

民俗学
防災と民俗

中古文学
『和泉式部日記』を読み直す
―召

めし

人
うど

としての和泉式部―
國學院大學 兼任講師
山﨑　かおり 氏

國學院大學 教授
浅野　春二 氏

國學院大學 教授
大石　泰夫 氏

東京都立大学 教授
浅川　哲也 氏

　國學院大學で学位を得た先生方の会である「院友学術振興会」が、上代文学・源氏物語・
古事記・神道学・中国文学・民俗学・中古文学を國學院ならではの視点で講義いたします。
今年で27回目です。 ※それぞれが独立した講座です。

〒150-0011　東京都渋谷区東4-12-8　E-メール：inyuukai@kokugakuin.or.jp
TEL：03-3400-7781／ FAX：03-3400-7996

一般財団法人　國學院大學院友会【お申込み・お問合せ先】

院友会館　３F大会議室　又はB１F大ホール講演会場 70名定 員
１日…1,000円（税込）受 講 料
國學院大學院友学術振興会・一般財団法人國學院大學院友会主催・共催

國學院と院友の絆をつなぐオフィシャルクレジットカード

「國學院
 カード」

ご利用金額の一部が
学生・生徒等の
活動支援に活用されます。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（カード担当）
TEL：03-5466-0115
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞

卒業生向けサービス＞國學院カード

國學院カードの
お申し込み方法
右記のＱＲコードより
WEB上でお申し込みく
ださい。 「國學院カード」

申込QRコード

▲ https://bit.
ly/3UrTALI

7 令和８年１月１日（木）　No.391 院 友 会 報 新年号

　経済学部出身の経営者をゲストに迎えた講座やトークセッシ
ョンの実施、若い世代での議論の場を提供します。参加者同士
が知見を共有し、世代や業界を越えたネットワークづくりの機
会としてご活用ください。
　次回は令和８年３月14日（土）開催予定。

院友経済会 鈴木一匡　k-suzuki＠kokugakuin.ac.jp
問合せ先 院友経済会HP
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陸上競技部へのご支援のお願い
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出雲駅伝・連覇 全日本大学駅伝・4位 箱根駅伝は…？

　國學院大學では、WEBからのご支援を受　國學院大學では、WEBからのご支援を受
け付けております。ご支援とともに陸上競技け付けております。ご支援とともに陸上競技
部へのメッセージを募っており、ワンコイン部へのメッセージを募っており、ワンコイン
（500円）からメッセージの（500円）からメッセージの
掲載が可能です。また、寄付掲載が可能です。また、寄付
金控除の措置を受けることが金控除の措置を受けることが
できます。できます。
【【申 込 方 法申 込 方 法】】
　　① 右 のQRコ ー ド を 読 取 ま た はURL① 右 のQRコ ー ド を 読 取 ま た はURL

（https://kifu.kokugakuin.ac.jp/rikujou.（https://kifu.kokugakuin.ac.jp/rikujou.
html）を入力しHPへアクセスhtml）を入力しHPへアクセス

　②［メッセージを送る］ボタンをクリック　②［メッセージを送る］ボタンをクリック
　③必要事項を入力して完了　③必要事項を入力して完了
　④メッセージがサイトに掲載されます　④メッセージがサイトに掲載されます
　　※クレジットカード決済のみの受付となります。※クレジットカード決済のみの受付となります。

【問い合わせ先】【問い合わせ先】
　國學院大學経理課（TEL：03-5466-0115）　國學院大學経理課（TEL：03-5466-0115）

【お願い】
● 大会前に関東学生陸上競技連盟か
ら発表される通達等を連盟HPで
ご確認ください。
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　令和７年10月13日（月・祝）に行われた第37回出雲　令和７年10月13日（月・祝）に行われた第37回出雲
全日本大学選抜駅伝競走では、４区辻原輝（史３全日本大学選抜駅伝競走では、４区辻原輝（史３
年）が区間新記録の走りで先頭に立つと、５区で後年）が区間新記録の走りで先頭に立つと、５区で後
続を引き離し６区主将・上原琉翔（健体４年）が優続を引き離し６区主将・上原琉翔（健体４年）が優
勝のフィニッシュテープを切り、２連覇を達成しま勝のフィニッシュテープを切り、２連覇を達成しま
した。した。
　続く、11月２日（日）に行われた秩父宮賜杯第57回　続く、11月２日（日）に行われた秩父宮賜杯第57回

全日本大学駅伝対校選手権大会では、３区野中恒亨全日本大学駅伝対校選手権大会では、３区野中恒亨
（健体３年）が区間賞を獲得し首位争いをする場面（健体３年）が区間賞を獲得し首位争いをする場面
もありましたが、優勝には届かず、総合４位でゴーもありましたが、優勝には届かず、総合４位でゴー
ルしました。目前に迫る箱根駅伝では、今年度の最ルしました。目前に迫る箱根駅伝では、今年度の最
大目標である「総合優勝」をチーム全員で勝ち取り大目標である「総合優勝」をチーム全員で勝ち取り
ます。今後ともご声援のほどよろしくお願いします。ます。今後ともご声援のほどよろしくお願いします。
  主務　久本理朔（法４年）

出雲駅伝２連覇、全日本大学駅伝４位出雲駅伝２連覇、全日本大学駅伝４位
　明けましておめでとうございます。平素より多大なるご声援とご支援を　明けましておめでとうございます。平素より多大なるご声援とご支援を
たまわり、心より感謝申し上げます。出雲駅伝では２連覇を果たしましたたまわり、心より感謝申し上げます。出雲駅伝では２連覇を果たしました
が、全日本大学駅伝では悔しさの残る結果となりました。この経験を糧が、全日本大学駅伝では悔しさの残る結果となりました。この経験を糧
に、チームの最大目標である箱根駅伝総合優勝に向けて部員一同、一丸とに、チームの最大目標である箱根駅伝総合優勝に向けて部員一同、一丸と
なって挑みます。明日開幕する箱根駅伝でも、変わらぬご声援をよろしくなって挑みます。明日開幕する箱根駅伝でも、変わらぬご声援をよろしく
お願いいたします。お願いいたします。

はばちかす～想いの継承、そして革新へ～
監督 前田康弘

第102回箱根駅伝 走魂！ベストを尽くせ走魂！ベストを尽くせ～総合優勝を！～総合優勝を！

６区９区 ８区 ７区

大手町 －鶴見

10区

復 路
１月３日（土）
109.6km

JR ／京浜急行
品川駅前

京浜急行
新子安駅前

 往路： 県道30号 タクトホ
ーム㈱藤沢店付近

復路：同対面付近
JR国府津駅前

函嶺洞門
（小田急箱根湯本駅
下車徒歩10分）

２区
鶴見 －戸塚

３区
戸塚 －平塚

４区
平塚 －小田原

５区
小田原 －箱根

１区
往 路

１月２日（金）
107.5km

大手町
箱　根

応援ポイント応援ポイント応援ポイント 応援ポイント 応援ポイント

※各ポイントの「のぼり」を目印にお集まりください。特に品川駅付近は混雑のため、わかりにくいことが予想されます。また、配布物などもございません。ご容赦ください。
※ 上記ポイントについては、変更となる場合がございます。予めご了承ください。最新の情報については、國學院大學ホームページ（12月頃掲載）に公開予定です。こちらも合わせてご確認ください。

あけましておめでとうございます

『総合Ｖ！』が目標の選手達には、皆さまの声援が“一番の力”となります。
選手に熱い声援を送りましょう。皆さまの応援、宜しくお願いいたします。

開催当日、沿道での応援は「主催者」開催当日、沿道での応援は「主催者」
の要請に従ってください。の要請に従ってください。
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西村学部長を迎えての講演会


